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運動イメージの機能的役割 

－ 運動イメージの諸側面とイメージの機能研究の視点 － 
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１．運動イメージの特徴とは 

空間ワーキングメモリにおける眼球運動と身体

運動に関する基礎研究（藤木），イメージトレーニ

ングに関する脳機能イメージング研究（長谷川），

認知神経リハビリテーションにおける運動イメージ

の適用（松田）の３つの話題提供を受けて，ここで

は研究対象として考慮すべき運動イメージの諸側面

と運動イメージの機能的側面について考えてみたい。

ここで扱う運動イメージとは主に身体を動かすイメ

ージを指しているので，少し限定して「身体運動イ

メージ」とよぶほうがよいのかもしれない。そもそ

も身体運動系に関わるクオリアの特性は，体性感覚

や視覚など様々な感覚系が統合的に関与することに

あるように思われる。近年関心を集めているラバー

ハンド・イリュージョン(Botvinick & Cohen, 1998）

は，身体運動イメージのもつこうした特性を考えて

いくうえで極めて示唆に富む現象である。ラバーハ

ンド・イリュージョンの実験では，隠された自分の

手の指と眼前に見えている模型のラバーハンドの手

の指に同時に触刺激が与えられる。しばらくすると，

触られている模型の手の部分に身体感覚が移行し，

奇妙にも自分の手ではない模型のラバーハンドが自

分の手であるかのような錯覚に陥ってしまうのであ

る。この現象から身体感覚の成立には視覚系のフィ

ードバックが重要な影響を与えていること，そして

身体感覚や動作感覚そのものが構成的でイメージ的

な性質をもっていることがよくわかる。したがって，

身体運動イメージすなわち身体を動かすイメージの

研究は，こうした身体運動系と他の感覚系との

multi- sensoryな関連性において進めていく必要が

あると思われる。 

 

２．運動イメージの諸側面 

 運動イメージに含まれる現象は多様であり，そこ

には多くの側面が含まれている。そもそも運動イメ

ージとは何をさしているのか。視覚系の運動なのか，

身体系の運動なのか，両者が同時に生起する場面で

の運動なのか。そのどちらでもない空間内の定位と

移動の認識なのか。身体運動に限っても，それは骨

格筋の動きが関わる身体の運動なのか，何かをつか

むような触運動覚に関わる運動なのか。何よりそも

そも「運動」とは何をさしているのか。研究対象の

確認が必要であろう。 

研究上考慮すべき側面も多い。まずは空間規模に

よる違いがある。リーチングディスタンスかどうか

（「近い空間」と「遠い空間」），小規模空間か大規模

空間か，全身運動か手指の運動かなど，扱う空間の

大きさによって研究の意味は大きく異なってくる。

また，能動運動 vs. 受動運動あるいは意図的運動 

vs. 自動的・無意識的運動といった側面，kinesthetic  

vs. haptic，単純な運動 vs. 複雑な運動などの側面

も重要であろう。今後、脳機能との対応を検討して

いくうえでも，運動イメージのどの側面を見ている

のか十分に意識して研究を進める必要がありそうだ。 

運動イメージにおける自己と他者といった側面も

注目される。すなわち，自分が運動しているところ

のイメージなのか他者が運動しているところのイメ

ージなのかといった問題である。イメージトレーニ

ングの研究ではしばしば「するイメージ（行為者の

視点）」と「見るイメージ（第３者的な視点）」の区

別が問題にされてきた。これは自己中心座標（観察

者中心的，自己からの視点，身体内座標）と環境中

心座標（他者中心的，物体中心的，身体外座標）（eg. 

乾, 2009）の問題と言い換えることもできる。乾
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（2009）は自己中心座標（自己の身体を使った）イ

メージが左頭頂葉の活動，環境中心座標（自己の身

体を切り離した）イメージが右頭頂葉の活動に関わ

るとした仮説モデルを提案している。このようなイ

メージの視点および座標系の問題は身体運動イメー

ジの研究において重要な枠組みになると思われる。 

 

３．運動イメージの機能的役割 

今回の運動イメージのシンポジウムでも明らかに

されたように，イメージは実生活の多くの場面で利

用可能である。Kosslyn(2002)が指摘しているよう

に，今後のイメージ研究の中心はこうしたイメージ

のもつ機能の研究に大きくシフトしていくものと思

われる。心的イメージは現実経験のシミュレーショ

ン機能をもち，実際の経験の代替となる。Kosslyn 

(2002)はこの基本的な考え方を「現実シミュレーシ

ョン原理(Reality Simulation Principle)」とよんで

おり、こうしたイメージのシミュレーション機能を

示す具体例として，a) 記憶，b)メンタル・プラク

ティス（イメージトレーニング），c) 自己認識，d)

身体の操作，e)創造性と問題解決，f) 健康及び医学

的応用などの研究領域をあげている。本大会の

Mark氏の講演でも、こうした心的イメージの機能

研究の重要性が指摘されている。 

本シンポジウムでは，記憶領域で空間ワーキング

メモリにおける運動イメージ機能の基礎研究（藤木），

イメージトレーニング領域で fMRIによるスポーツ

における運動イメージ機能の研究（長谷川），健康・

医学の領域でリハビリ臨床におけるイメージ機能の

研究（松田），がそれぞれ報告された。日本において

も運動イメージの機能研究の進展が大いに期待され

るところである。今後はイメージが実行為の代替と

なり得る，すなわちシミュレーション機能を可能に

する条件ないし要件を明らかにしていくことが重要

な研究課題になってくると思われる。 
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Based on the three reports presented at symposium on the functional role of motor imagery, the 

essential nature of motor imagery, aspects of motor imagery, and the functional role of motor imagery 

were examined.  Firstly, it was indicated that motor imagery is reproduced in relationship with other 

sensory systems, mainly the visual system, and has an essentially constructive nature. Secondly, it was 

presented that there are several aspects which should be considered in the study of motor imagery. 

Lastly, Kosslyn’s “Reality Simulation Principle” and examples were introduced and future goals for 

functional studies of motor imagery were presented.  
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